
新聞の読み方

第九課



単語
供給　→　サプライ

日刊　→　夕刊、週刊、月刊

さぞ：直接見聞していない他人の心中・状態についてこうに違いないと思いやる意を表す。さだめ

　し。「―びっくりしたことだろう」

ちょうど（丁度、調度）

類（たぐい・るい）

無用　→　有用

迅速　→　速やか

差し置く：① 他のことのために，今していることをそのままにして放っておく。「この問題は―・ 

　いて，次に進もう」②（関係のある人などを）無視して事を行う。「課長を―・いて部長と直接相　 

　談する」



単語
　→　放る：① 遠くへ投げる。無造作に投げる。「ボールを―・る」② 途中でやめる。なげだす。 

　　　　　「英語の勉強をはじめたが中途で―・ってしまった」③ 手をつけないで成り行きにまか

　　　　　せる。うち捨ててかえりみない。「当分―・っておいて様子をみよう」

　→　さておく：そのままにしておく。さしあたり話題から外しておく。多く「さておき」「さて

　　　　　おいて」の形で用いる。「冗談は―・いて，本題にはいろう」

探究心、好奇心

心持ち　→　心境

だんだんと　→　徐々に（徐行）、どんどん

たまたま　→　たまに

欠陥　→　弱み、欠点、短所　→　



単語
即時　→ 　即座

抱える　→　① 物を腕で囲むようにして胸にだいたり，脇の下にはさんだりして持つ。「大きな箱 

　を両手で―・えている」② 人を雇って家族や会社の一員とする。「大勢の店員を―・えている大 

　店」③ 自分の負担となるような人を家族の一員としてもつ。「両親と五人の子供を―・えて，生 

　活に追われる」④ 処理・解決しなければならないことをもつ。「巨額の借金を―・えて経営が行 

　きづまる」「難問を―・えている」

　→　抱く（だく）：両腕を回して物を中にかかえこむ。「赤ん坊を―・く」

　→　抱く（いだく）：① 「だく」の文語的な言い方。② ある考え・気持ちを心の中にもつ。「理 

　想を―・く」「不安を―・く」



単語
大晦日　→ 　新年、元日、元旦

抱える　→　① 物を腕で囲むようにして胸にだいたり，脇の下にはさんだりして持つ。「大きな箱 

　を両手で―・えている」② 人を雇って家族や会社の一員とする。「大勢の店員を―・えている大 

　店」③ 自分の負担となるような人を家族の一員としてもつ。「両親と五人の子供を―・えて，生 

　活に追われる」④ 処理・解決しなければならないことをもつ。「巨額の借金を―・えて経営が行 

　きづまる」「難問を―・えている」

　→　抱く（だく）：両腕を回して物を中にかかえこむ。「赤ん坊を―・く」

　→　抱く（いだく）：① 「だく」の文語的な言い方。② ある考え・気持ちを心の中にもつ。「理 

　想を―・く」「不安を―・く」



文型
1.～がる

　形容詞，形容動詞および助動詞「たい」の語幹に付いて，そのように思う，そのように感じるの

意を表す。

　例：「うれし―・る」「かわい―・る」「あわれ―・る」「見た―・る」

　なお、形容詞，形容動詞の語幹および一部の名詞に付いて，そのように振る舞う，そのようなふ

りをするの意を表す。

　例：「強―・る」「痛―・る」「得意―・る」「興（きよう）―・る」



精読
1.世の中の人間が感ずるいろいろの不幸や不安の原因はどこにあると作者は言っているのか。

2.あなたは、新聞を通して情報やニュースを手に入れるのか、それとも、インターネットを通して入

手するのか。

3.本文の内容を簡潔にまとめてみてください。


